
Ⅰ．日 時 

Ⅱ．場  所  

教育研究評議会（第２４７回）議事要旨

２０２４年（令和６年）９月２４日（火）１３：００～ １３ :４７ 

オンライン形式（Zoom）

Ⅲ．出席者：林学長、木下理事・事務局長、青山理事、成瀬理事、中山副学長、篠原副学長、春名 

副学長、鈴木（義）大学院総合国際学研究科長・研究院長、三宅言語文化学部長、千葉 

国際社会学部長、近藤アジア・アフリカ言語文化研究所長、青山（弘）大学院総合国際 

学研究院副研究院長、伊集院大学院国際日本学研究院副研究院長、久野言語文化学部副 

学部長、加藤国際社会学部副学部長、友常国際日本学部副学部長、塩原アジア・アフリ 

カ言語文化研究所副所長

（合計 １７ 名）

陪席者：柄監事、井澤監事 他 

Ⅳ．資  料  

０. 教育研究評議会（第 246回）議事要旨（案）

１. 国立大学法人東京外国語大学における内部質保証に関する要項新旧対照表（案）

２. 国立大学法人東京外国語大学と独立行政法人国際交流基金日本語国際センターとの間に

おける施設利用に関する覚書（案）

３. 大学院博士前期課程アドミッション・ポリシーの改正（案）

４. みなし輸出管理の運用明確化に伴う大学院入学者が提出する誓約書について（案）

５. 令和６年度日本語パートナーズ派遣プログラム 合意書（案）

６. 次世代研究者挑戦的研究プログラム 申請書（案）

７. 大学間等国際学術交流協定の新規締結・更新等について

８. 2023年度年次計画実績報告書

９. 2023年度内部質保証の状況報告について（報告）

１０. 研究活動に関わる不正行為防止に向けた取り組みについて(相談・通報窓口及び調

査体制）

１１. 商標登録等に関する申合せ等の改正について

○第 246回の教育研究評議会の議事内容について、資料０により、確認した。

Ⅴ．議  題  

＜審議事項＞ 

１. 国立大学法人東京外国語大学における内部質保証に関する要項の改正について

青山理事より、資料１に基づき、国立大学法人東京外国語大学における内部質保証に関する

要項の改正について説明があり、審議の結果、これを承認した。 

２. 独立行政法人国際交流基金日本語国際センターとの間における施設利用に関する覚書

春名副学長より、資料２に基づき、独立行政法人国際交流基金日本語国際センターとの間

における施設利用に関する覚書について一部改正を行う旨の説明があり、審議の結果、これを

承認した。 

３．大学院博士前期課程アドミッション・ポリシーの改正について 

篠原副学長より、資料３に基づき、大学院博士前期課程アドミッション・ポリシーの改正に

ついて説明があり、審議の結果、これを承認した。 



 

 

４． みなし輸出管理の運用明確化に伴う大学院入学者が提出する誓約書について 

  篠原副学長より、資料４に基づき、みなし輸出管理の運用明確化に伴う大学院入学者が 

提出する誓約書について説明があり、審議の結果、別紙について以下の修正を検討するこ

とでこれを承認した。 

【修正点】 

・本学の慣習により、年号は入れないこととする。 

・ひな型を変更しても問題がないということであれば、チェックを入れる項目について、 

冒頭に、「チェックは一つのみ付けてください」などの但し書きを入れる。 

 

５. 令和６年度日本語パートナーズ派遣プログラムについて 

中山副学長より、資料５に基づき、令和６年度日本語パートナーズ派遣プログラムについ 

て説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

６. 次世代研究者挑戦的研究プログラム（SPRING）への申請について 

 中山副学長より、資料６に基づき、次世代研究者挑戦的研究プログラム（SPRING）への申 

請について説明があり、審議の結果、当該プログラムの申請についてこれを承認した。 

 

７. 大学間等国際学術交流協定の更新について 

 【更新】カリフォルニア州立大学ノースリッジ校 （米国）／学生交流覚書 

     春名副学長より、資料７に基づき、大学間等国際学術交流協定の更新について説明があり、 

審議の結果、これを承認した。 

 

８．商標登録等に関する申合せ等の改正について 

 中山副学長より、資料 11に基づき、商標登録等に関する申合せ等の改正について説明があ 

り、審議の結果、これを承認した。 

 

＜報告事項＞ 

１．2023年度年次計画実績報告書について 

青山理事より、資料８に基づき、2023年度年次計画実績報告書についての報告があった。 

 

２．2023年度内部質保証の状況報告について 

 青山理事より、資料９に基づき、2023年度内部質保証の状況についての報告があった。 

 

３．研究倫理教育及びコンプライアンス教育の実施について 

 林学長及び中山副学長より、資料 10 に基づき、研究倫理教育及びコンプライアンス教育の

実施についての報告があった。 


